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議議長長に能村憲治氏 を選出 ②

金沢医科大学病院で病児保育へ ④
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いいっっぱぱんん質質問問 －－1100人人がが登登壇壇－－ ⑫

『『恋恋人人のの聖聖地地』』にに認認定定 内内灘灘海海岸岸ととササンンセセッットトブブリリッッジジ ㉔

放放課課後後はは仲仲良良くくキキャャッッチチボボーールル 向向粟粟崎崎運運動動公公園園

平平成成2211年年〔〔22000099〕〕
44月月 2233日日 発発行行

石川県内灘町議会

町町 章章

VVooll..９９７７



3333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������

6��18�

議長に
能村 憲治氏を選出

３
月
１８
日
の
本
会
議
最
終
日
に
、
渡
辺
旺
議
長
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
選
挙
を

行
っ
た
結
果
、
新
議
長
に
能
村
憲
治
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

能
村
憲
治
氏
は
、
議
長
就
任

に
伴
い
、
議
会
運
営
委
員
、
文

教
福
祉
常
任
委
員
長
、
広
報
対

策
特
別
委
員
等
を
辞
任
し
ま
し

た
。新

し
い
人
事
を
紹
介
し
ま
す
。

能村憲治議長のプロフィール

議員活動歴 平成15年4月初当選。現在2期。
文教福祉常任委員長、決算特別委員
長、議会運営委員等を歴任。

家 族 妻と二人暮らし
趣 味 凧づくり、将棋
信 条 適時適切な判断

議
会
運
営
委
員
・
文
教

福
祉
常
任
委
員
長
に

北川 悦子氏

広
報
対
策
特
別
委
員
に生田 勇人氏
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平成21年 3月定例会は、3月 6日から 18
日まで開催されました。町長提出議案は、20
年度補正予算10件、21年度予算8件のほか、
条例15件、公共施設の管理委託など42件で、
慎重に審議した結果、すべて原案のとおり可決
しました。一般質問は10人の議員が登壇し、
町政全般にわたり議論を展開しました。

誰もが、いつでも、安心して安全・快適に
暮らせる「暮らしやすさナンバーワンへ協働
で誇りのもてる、まちづくり」に向け、7つ
の重要施策を優先に取り組みます。

①まちづくり基本条例
住民本位の「まちづくり基本条例」をつく
ります。 （一般質問に関連記事）

②安心安全のまちづくり
地域防災計画の見直し、住宅の耐震化を促
進するほか、向陽台保育園、鶴が丘乳児保育
園の耐震化に助成します。

③健やかで安心できる子育て・福祉の充実
妊婦の一般健康診査を年 14回に拡大、病
児保育の開始、インフルエンザ予防接種や
PET検診への助成、介護保険料基準月額を
４，５００円に引き下げます。

④人を育てる確かな教育の充実
「幼・保・小連携推進事業」の実施、小中
学生の情報モラル教育、大根布小学校の増築
を実施します。

⑤定住促進と都市機能の充実
定住促進対策として奨励金の交付、高耐久
性部材を使用した海賊船の再建、個人住宅地
の雨水地下浸透施設等の設置に助成します。

⑥低炭素社会を目指した環境づくり
地球温暖化対策地域推進計画の策定、古紙
類の戸別回収、大型店のレジ袋廃止に向けた
啓発・普及の促進、小型風力や燃料電池等の
エコエネルギーの普及・研究、河北潟の水質
浄化に産・学・官の協働で取り組みます。

⑦地域資源の特性を活かした元気の創出
河北潟干拓地を背景とした新たな農業振興
と育成、内灘産低農薬米の学校給食使用、サ
ンセットカードで町税が納められるなど、地
域経済の活性化を進めます。

~7 つの基本施策を優先に～

136億
4,137万円

平
成
２１
年
度
予
算
は
、
一

般
会
計
７４
億
９
０
０
０
万
円

に
、
６
つ
の
特
別
会
計
と
水

道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
て
総

額
１
３
６
億
４
１
３
７
万
円

（
前
年
度
比
８
・
５
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

財
源
不
足
を
補
う
た
め
、

町
の
基
金
（
貯
金
）
か
ら
、

３
億
３
４
５
９
万
円
を
取
り

崩
し
て
お
り
、
平
成
２１
年
度

末
の
一
般
会
計
基
金
残
高
は
、

１０
億
２
６
６
３
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

（
４
〜
７
頁
に
関
連
記
事
）

暖かい陽気のなかで外遊び（大根布保育所）

平成21年度予算

総額

施
政

方
針八十出町長
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自
主

財

源

依
存

財

源
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地
元
低
農
薬
米
の

提
供
に

３５
万
円

米
飯
給
食
の
米
を
内
灘
産
低
農

薬
米
に
切
り
替
え
、
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
安
心
・
安
全
な
食
材
の

供
給
を
進
め
ま
す
。

病
児
保
育
に

１
２
４
４
万
円

金
沢
医
科
大
学
病
院
内
で
病
児

保
育
を
開
始
す
る
準
備
費
用
の
一

部
と
運
営
費
を
助
成
し
、
子
育
て

支
援
を
充
実
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
に
助
成

１
４
０
万
円

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
補
助
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

上
限
を
４
kw
と
し
、
１
kw
あ
た

り
の
補
助
が
７
万
円
に
な
り
ま
す
。

平成２１年度
一 般 会 計 ７４億９，０００万円（全員賛成）

地方消費税交付金（２．５％）
１億８５００万円

県支出金（６．１％）
４億５６０７万円

その他（農林水産業費等）
（３．３％）
２億４７４６万円

地方特例交付金等（１．４％）
１億９３６万円

国庫支出金（７．３％）
５億４６２５万円

地方譲与税
（１．２％）
９０００万円

消防費（３．５％）
２億６２６０万円

議会費（１．６％）
１億１９２５万円

町税（３４．７％）
２５億９８０７万円 衛生費（９．７％）

７億２３５４万円
民生費（３０．１％）
２２億５３４４万円

総務費（１１．９％）
８億９４１０万円

地方交付税（２６．２％）
１９億６２００万円

教育費（１２．０％）
８億９４４４万円

借入金の
返済（１２．９％）
９億６９０９万円土木費（１５．０％）

１１億２６０８万円
諸収入
（４．１％）
３億６３８万円

使用料及び手数料等
（１．０％）
７５５０万円

分担金及び負担金（３．０％）
２億２２２８万円

繰入金（４．４％）
３億３４５９万円

支 出

おいしい学校給食（清湖小学校）

をピックアップ

74億
9000万円

白帆台保育園の病児保育

74億
9000万円

（４７．２％）（５２．８％）

太陽光発電システムを設置した住宅

借入金（８．１％）
６億４５０万円

収 入
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その他の新規事業
まちづくり基本条例に １３３万円
住民投票制度も含めた条例づくりの準備です。
地域防災計画の見直し ５９０万円
災害時の要援護者支援対策を含め、大幅な見
直しとなります。
耐震改修に補助金 １６６万円
向陽台保育園と鶴が丘乳児保育園の建物耐震
化に助成します。
妊婦の一般健康診査の充実 １，９１８万円
妊婦の一般健康診査の助成が５回から１４回に
増えます。
ライトアップの改修に ６００万円
サンセットブリッジをライトアップするオー
トカラーチェンジャー３０台の修理を行います。
大根布小学校増築工事 ８，０５４万円
白帆台地区の児童数の増加、少人数学級の対
応に、大根布小学校の職員室と普通教室を２部屋
増築します。
地球温暖化対策地域推進計画に １００万円
内灘町の自然的・社会的な温室ガス排出量や
基礎データを算出し、今後２年間で総合的な地球
温暖化対策地域推進計画をつくります。
古紙類の各戸収集がスタート ７９８万円
従来のごみ収集に加え、４月から新たに新聞紙、
ダンボール、雑誌等の古紙類の戸別回収が毎月１
回行われます。
レジ袋の有料化へ ４４万円
町内大型店でのレジ袋の無料化廃止に向けた
啓発・普及を促進します。
ポイントカード推進事業 ２２０万円
町税や水道料金を役場で納付する場合に限り、
満点のサンセットカードは、５００円の金券として
使用できます。
「あぐりらいふ構想」に ２００万円
自然循環型まちづくりとして、「い」、「の」、

「ち」の３つをコンセプトに、「河北潟周辺地域の
あぐりらいふ構想」をつくります。

（１５頁に関連記事）
木造住宅の耐震改修に助成 ５６０万円
昭和５６年以前に建てられた木造住宅で、耐震
診断の結果、基準に満たない住宅の改修工事が
対象になります。
住宅地域は最高５０万円、緊急輸送道路に面し
た重点地域は最高７０万円の補助となります。

雨
水
浸
透
施
設
等
の

設
置
に
助
成

１
０
０
万
円

住
宅
地
に
、
雨
水
を
地
下
に
浸

透
さ
せ
る
施
設
等
を
設
置
し
た
場

合
に
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

雨
水
浸
透
施
設
は
最
高
で
３
万

５
０
０
０
円
、
浄
化
槽
を
転
用
し

た
雨
水
貯
留
施
設
は
最
高
８
万
円
、

そ
れ
以
外
の
雨
水
貯
留
施
設
は
最

高
２
万
５
０
０
０
円
で
す
。

雨
水
の
流
出
量
を
抑
制
さ
せ
る

こ
と
で
、
地
下
水
の
保
全
や
浸
水

被
害
の
軽
減
に
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

平成２１年度特別会計

総額 ６１億５，１３７万円

採決の結果

全員賛成

〃

賛成１４、反対１

〃

〃

〃

全員賛成

前年度比

△１７．３％

△ １．４％

１．４％

△９９．６％

△ ２．１％

△ ０．７％

△ ７．３％

△１０．４％

予 算 額

１３億７，８００万円

３，１４５万円

２５億９，９００万円

１１２万円

１億８，５００万円

１２億 ７５０万円

７億４，９３０万円

６１億５，１３７万円

会 計 名

公共下水道事業

新エネルギー事業

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後期高齢者医療

介 護 保 険

水道事業会計

合 計

特

別

会

計

新規事業

※１万円未満は切り捨て

注）老人保健制度は、平成２０年度から後期高齢者医療制度へ移行
しており、２２年度まで精算等の業務が残ります。２１年度は給
付費等の精算費を予算化したため、前年度比９９．６％の減とな
りました。

タ
ン
ク
に
溜
め
た
雨
水
は
庭

の
散
水
等
に
利
用
で
き
ま
す

埼玉県戸田市役所に設置されている雨水貯留
槽のサンプル

環
境
施
策
の
専
門
と
し
て
新
設

さ
れ
た
環
境
政
策
課
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介
護
保
険
基
準
額

４
０
０
円
減

介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、

平
成
２１
年
度
よ
り
、
月
額
４

９
０
０
円
か
ら
４
５
０
０
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
急
激
な
上

昇
の
抑
制
や
事
務
費
な
ど
の

財
源
と
し
て
、
国
か
ら
１
２

０
４
万
円
の
特
例
交
付
金
が

町
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
交
付
金
を
財
源
と

し
て
、
平
成
２１
年
度
は
月
額

基
準
額
４
５
０
０
円
か
ら
１

２
４
円
の
減
、
平
成
２２
年
度

は
６２
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

国
保
税
は
世
帯
で

１
２
０
０
円
増

出
産
育
児
一
時
金
は
、
今

年
１
月
よ
り
３５
万
円
か
ら
３８

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
一

方
で
、
保
険
給
付
費
は
年
々

増
加
し
、
平
成
１６
年
度
か
ら

赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
低
所
得
者
世
帯

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
現

行
の
軽
減
措
置
を
継
続
す
る

に
は
、
国
が
示
す
基
準
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
、
必
要
最

低
限
の
措
置
と
し
て
、
医
療

分
の
世
帯
割
額
が
年
間
で
、

１
２
０
０
円
の
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。

（
賛
成
１４
人
、
反
対
１
人
）

霊
園
・
土
地
区
画

整
理
事
業
は

一
般
会
計
へ

霊
園
・
土
地
区
画
整
理
事

業
の
両
特
別
会
計
は
、
消
費

税
の
節
税
を
考
慮
に
入
れ
て
、

平
成
２１
年
度
か
ら
一
般
会
計

へ
移
行
し
ま
す
。

（
賛
成
１４
人
、
反
対
１
人
）

「
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

宿
泊
と
食
堂
を
廃
止

４
月
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
宿
泊
と
食
堂
部
門
は
営
業

を
廃
止
し
ま
す
。

ま
た
、「
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
」
の
営
業
時
間
は
、
午
前

１１
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。
（
全
員
賛
成
）

平
成
２０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

４
億
円
超
の
大大
型型
補補
正正

平
成
２０
年
度
一
般
会
計

は
、
４
億
５
０
６
８
万
円

の
大
型
補
正
と
な
り
、
総

額
９１
億
５
１
７
５
万
円
と

な
り
ま
し
た
。（全

員
賛
成
）

補
正
の
主
な
も
の
は
、

国
の
第
２
次
補
正
予
算
に

伴
う
も
の
で
、
定
額
給
付

金
４
億
２
０
０
０
万
円
、

定
住
促
進
奨
励
金
３
０
０

０
万
円
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
２
６
１
９
万
円
等
で

す
。特

別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
は
、
全
員
賛
成
で
各

種
事
業
の
確
定
と
実
績
見

込
み
に
よ
る
経
費
の
増
減

な
ど
の
補
正
を
可
決
し
ま

し
た
。

補正後の予算総額

９１億５，１７５万円

１６億３，８６０万円

３，９９５万円

４，１０１万円

３，１９０万円

２５億８，８２５万円

２億２，５１２万円

１億７，５５１万円

１１億９，６９５万円

８億 ２１１万円

１５８億９，１１５万円

補 正 額

４億５，０６８万円

２，４００万円

３万円

８４９万円

－

２１０万円

８，９０６万円

６４万円

４，２８９万円

△１０９万円

６億１，６８０万円

会 計 名

一 般 会 計

公 共 下 水 道 事 業

霊 園 事 業

土 地 区 画 整 理 事 業

新 エ ネ ル ギ ー 事 業

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

水道事業会計

合 計

特

別

会

計

特別養護老人ホーム「夕陽ヶ丘苑」

例条

リニューアルオープンした
「展望レストラン」
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西
荒
屋
小
の
耐
震
化

工
事
ス
タ
ー
ト

西
荒
屋
小
学
校
の
耐
震
補

強
・
大
規
模
改
修
工
事
は
、

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
の

結
果
、
２
億
５
５
１
５
万
円

で
契
約
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
施
設
の
工
事
に

つ
い
て
は
、
工
期
の
延
長
や

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

も
、
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
形

で
の
入
札
制
度
や
契
約
が
必

要
と
い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
夏
休
み

に
集
中
し
て
行
わ
れ
、
２
学

期
か
ら
は
耐
震
補
強
さ
れ
た

校
舎
で
授
業
を
始
め
る
予
定

で
す
。

（
賛
成
１２
人
、
反
対
３
人
）

２
路
線
を
町
道
認
定

蓮
湖
渚
公
園
の
整
備
に
合

わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
大
根
布

１
０
８
号
線
、
向
粟
崎
地
区

街
な
み
整
備
と
し
て
、
計
画

さ
れ
た
ア
カ
シ
ア
向
粟
崎
６７

号
線
の
２
路
線
を
町
道
に
認

定
し
ま
し
た
。（
全
員
賛
成
）

公共施設の
「指定管理」（全員賛成）

【指定管理者】NPO法人スポーツクラブ
プラッツ内灘

【期 間】平成２１年４月１日から
２２年３月３１日まで（１年間）

【施設名】総合体育館、総合グラウンド、
武道館、弓道場、向粟崎体育館、勤労
者体育センター など

【指定管理者】株式会社 仁 清
【期 間】平成２１年４月１日から

２６年３月３１日まで（５年間）
【施設名】サイクリングターミナル軽食堂

【指定管理者】㈶内灘町公共施設等
管理公社

【期 間】平成２１年４月１日から
２２年３月３１日まで（１年間）

【施設名】福祉センター、歴史民俗資料館、
サイクリングターミナル（軽食堂除く）、
惜亭（明治初期の民家）、自在庵（茶
室）、温水プール、テニスコート、野
球場 など

町の貯金と借金（平成２０年度末）

地方債（借金）の残高

総務関連事業債 ９億６，２５３万円

民生関連事業債 ３億１，５７０万円

衛生関連事業債 ７，２８０万円

土木関連事業債 ２５億３，７１９万円

教育関連事業債 ２２億４，１９０万円

臨時財政対策債 ２３億１，４８１万円

その他の町債 ８億１，２３４万円

一般会計町債の計 ９２億５，７２７万円

町民１人あたり ３４６，４８０円

特別会計の町債 ９７億８，５８２万円

水道事業の町債 ９億８，７３６万円

基金（貯金）の残高

財政調整基金 ５億２，３７１万円

公用、公共用施設整備基金 ２億６，３５０万円

義務教育施設整備基金 １億４，１８１万円

（仮称）高齢者いきいき健康 １億 ５６８万円

センター整備基金

土地開発基金 １億 １７５万円

その他の基金 １億５，４６６万円

一般会計の小計 １２億９，１１１万円

町民１人あたり ４８，３２０円

特別会計の基金 ６，０６０万円

惜亭（左）と歴史民俗資料館（右）

※平成２１年３月末の人口 ２６，７１８人

向粟崎地区街なみ整備の計画道路

整
備
さ
れ
た
蓮
湖
渚
公
園
の
沿
道

西
荒
屋
小
学
校

うちなだ議会だより 第 97号 平成21年4月23日7



継継続続審審査査 （賛成 12人、反対 3人）

「気候保護法（仮称）」の制定を求める

◎請願者
内灘町字鶴ヶ丘 4―1―214
新日本婦人の会
内灘支部長 宮本喜久子

◎紹介議員 北川 悦子
◎趣 旨

日本の温室効果ガスの排出量が伸び続ける
一方で、気候変動による悪影響が世界各地で
顕著になっている。
気候の安定化に向け日本が確実に低炭素社

会を構築するには、温室効果ガス削減の中・
長期的削減数値目標を設定し、達成するため
の政策を包括的、統合的に導入・策定し、実
施していく法律が必要である。

継継続続審審査査 （賛成 12人、反対 3人）

物価に見合う年金引き上げを求める

◎請願者
内灘町字鶴ヶ丘 4―1―116
全日本年金者組合内灘支部
支部執行委員長 北川 進

◎紹介議員 北川 悦子
◎趣 旨

生活必需品の物価高騰に見合う、年金の引
き上げを行うこと。また、無年金者・低年金
者には、当面「生活支援金」として 8万円
に達する額を上乗せして支給すること。

継継続続審審査査 （賛成 10人、反対 5人）

新エネルギー低炭化水素酸素ガスを
燃料として使用する新技術における研
究成果について、国での早急な検証、
精査と認証を求める

◎請願者
埼玉県入間郡越生町越生東 3―14―11

新エネルギー研究所 高山 伸雄
内灘町字大根布 3―37 広瀬 雅人

◎紹介議員 藤井 良信
◎趣 旨

新エネルギー低炭化水素酸素ガスを燃料と
して使用する新技術システムの研究成果に、
国の早急な検証、精査、認証を実施すること。
また、国主導で研究開発の推進と研究所施

設を整備するなど。

審査しました
あなたの請願

水を主原料とした水素と化石燃料を混合させる
燃料システム（温水プール）
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⬇ ⬇

あなたの声を
国へ届けました！

採採択択 （全員賛成）

「緑の社会」への構造改革を求める

◎請願者
内灘町向粟崎 1―372
公明党内灘支部青年局 喜多 謙一

◎紹介議員
藤井 良信

◎趣 旨
1．日本の環境技術を駆使した環境産業を活
性化、太陽光発電の政府導入量目標の倍
増を検討すること。

2．電気自動車など次世代自動車の普及を急
ぐとともに、省エネ住宅等の建設促進や
環境モデル都市の拡大など、国の支援を
拡充すること。

3．温室効果ガス 3.8％の削減に向け、林業
と建設業の協働で森林整備を進めるとと
もに、関連業種で新たな雇用を創出する
ことなど。

採採択択 （全員賛成）

暮らせる年金の実現を求める

◎請願者
内灘町字鶴ヶ丘 5-1-336
公明党内灘支部女性局 田中 妙美

◎紹介議員
恩道 正博、藤井 良信、川口 正己

◎趣 旨
1．基礎年金の国庫負担割合を早期に 2分の
1へ引き上げること。

2．基礎年金の加算制度の創設、受給資格期
間の短縮、追納期間の延長など無年金・
低年金対策を拡充すること。

3．高齢者の就労を促進し所得向上に資する
よう在職老齢年金制度の見直しを行うこ
となど。

本会議で採択した請願の趣旨に沿った意見書を、内閣総理大臣を
はじめ関係大臣に提出し、その実現を要請しました。

提 出 先

福祉センターの「極楽殿」で楽しく

内閣総理大臣、厚生労働大臣
衆議院議長、参議院議長

びわ湖環境ビジネスメッセに展示された電気自動車

内閣総理大臣、環境大臣
衆議院議長、参議院議長

意見書を提出

うちなだ議会だより 第 97号 平成21年4月23日9



定
住
人
口
の
増
加
策
は

Ｑ

内
灘
町
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
県
平
均
の
１
・
４

を
下
回
り
、
１
・
２
２
と

な
っ
て
い
る
が
、
定
住
人
口

の
増
加
策
が
必
要
で
な
い
か
。

最
高
５０
万
円
の定

住
奨
励
金

Ａ

町
外
か
ら
の
転
入
者
を

呼
び
込
み
、
定
住
人
口
の
増

加
、
流
出
抑
止
対
策
は
、
最

優
先
課
題
の
ひ
と
つ
と
考
え

て
い
る
。

白
帆
台
に
住
宅
を
建
て
、

居
住
さ
れ
た
世
帯
に
最
高
５０

万
円
、
白
帆
台
以
外
で
も
最

高
３０
万
円
の
定
住
奨
励
金
を

交
付
す
る
。

飲
食
可
能
な
利
用
を

考
え
て
は
ど
う
か

Ｑ

地
区
公
民
館
、
町
文
化

会
館
、
役
場
町
民
ホ
―
ル
な

ど
公
共
施
設
の
多
目
的
な
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
飲
食

を
伴
う
親
睦
会
等
の
使
用
を

許
可
し
て
は
ど
う
か
。

文
化
会
館
と
町
民

ホ
ー
ル
は
検
討
課
題
に

Ａ

地
区
公
民
館
は
、
利
用

実
態
か
ら
規
制
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
文
化
会
館
や
町

民
ホ
―
ル
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

健
康
維
持
に

町
の
助
成
は

Ｑ

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
は
、
が
ん

の
早
期
発
見
に
優
れ
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
対
象
者
は
。

予
防
対
策
に

新
た
な
助
成
を
開
始

Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
検
査
費
約
９

万
円
に
対
し
て
、
１
万
円
を

助
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
、
１
歳
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
を
対
象
に
、
千
円
を

助
成
す
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
本
館
を

取
り
壊
す
の
か

Ｑ

福
祉
セ
ン
タ
ー
本
館
は
、

築
３５
年
が
経
過
し
て
お
り
、

耐
震
の
関
係
で
宿
泊
を
廃
止

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
建

物
を
取
り
壊
す
時
期
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

周
辺
の
整
備
計
画
に

あ
わ
せ
て
考
え
る

Ａ

取
り
壊
し
の
時
期
は
、

隣
接
す
る
総
合
公
園
等
を
含

め
た
周
辺
の
整
備
計
画
を
つ

く
る
過
程
で
、
決
め
て
い
き

た
い
。

宿
泊
と
食
堂
は
、
３
月
で

営
業
を
廃
止
し
た
が
、「
ほ

の
ぼ
の
湯
」
は
従
来
ど
お
り

営
業
す
る
。

審議内容の一例を紹介します

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

総務常任委員会

役場町民ホールで行われた人形劇

福祉センター本館の階段部分に生じているひび割れ

委員会レポート
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「
海
賊
船
」の
再
建
計
画

は
あ
る
の
か

Ｑ

総
合
公
園
の
大
型
船
型

遊
具
「
海
賊
船
」
は
、
平
成

８
年
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
、

多
く
の
家
族
連
れ
や
子
供
た

ち
が
訪
れ
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
た
。

昨
年
５
月
に
木
材
の
腐
食

を
理
由
に
使
用
中
止
に
し
た

が
、
再
建
計
画
は
あ
る
の
か
。

今
年
度
中
に
新
た
に

出
航
さ
せ
た
い

Ａ

国
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
緊
急
支
援
事
業
補
助
を
受

け
、
今
年
度
中
に
新
た
に
建

造
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

通
常
の
木
材
に
比
べ
て
腐

食
に
も
強
い
ハ
ー
ド
ウ
ッ
ド

等
の
高
耐
久
性
部
材
を
用
い

る
こ
と
で
、
維
持
管
理
費
の

節
約
に
も
な
る
。

総
合
公
園
に
海
賊
船
が
再

び
出
航
す
れ
ば
、
町
の
魅
力

が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す
る
。

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

を
発
売
す
る
の
か

Ｑ

定
額
給
付
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
内
灘
町

で
も
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
を
発
売
す
る
の
か
。

６
０
０
０
セ
ッ
ト
を

販
売
す
る

Ａ

町
商
工
会
が
５
月
１０
日
、

役
場
１
階
で
発
売
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

千
円
券
１１
枚
つ
づ
り
の

セ
ッ
ト
を
１
万
円
で
販
売
し
、

６
０
０
０
セ
ッ
ト
を
用
意
し
、

購
入
で
き
る
の
は
町
民
の
み

で
、
１
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

町
の
商
業
が
活
性
化
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

中
国
庭
園
で
行
う

実
験
の
目
的
は

Ｑ

学
園
緑
地
内
に
あ
る
中

国
庭
園
で
、
池
の
水
を
浄
化

す
る
実
験
を
行
う
目
的
は
何

か
。

河
北
潟
の
水
質
浄
化
に

つ
な
げ
た
い

Ａ

蓮
湖
渚
公
園
に
整
備
予

定
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
予
備
実

験
と
し
て
、
水
質
浄
化
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
る
も
の
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
と
い
う

非
常
に
細
か
い
空
気
の
泡
を

水
中
に
送
り
込
み
、
微
生
物

の
活
動
を
活
発
に
さ
せ
水
質

を
浄
化
さ
せ
る
仕
組
み
で
、

石
川
高
専
と
協
働
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

産
・
学
・
官
の
協
働
で
、

か
つ
て
「
清
湖
」
と
呼
ば
れ

た
河
北
潟
の
復
元
を
目
指
し

た
い
。

ビオトープとは生き物
(Bio)がありのままに生息
活動する場所(Top)という

意味が合成されたドイツ語です。
本来は自然環境そのものがビオトープですが、生
き物が住みにくい都市部などで、人口的に再構成さ
れた自然環境をとくにビオトープと言うようです。

用 語 解 説

産
業
建
設
常
任
委
員
会

環境開発対策特別委員会

中国庭園（ハマナス公民館の向）で水質浄化の実験

たくさんの子供たちが遊んでいた頃の「海賊船」
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生
田

白
帆
台
の
住
宅
地
の

売
れ
行
き
と
金
沢
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
は
、
町
の
重
要

施
策
で
あ
る
定
住
促
進
に
大

き
く
リ
ン
ク
し
て
い
る
。

能
登
有
料
道
路
内
灘
フ
ル

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）
の
設
置
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
計
画
を
し
て
い
る
の

か
。

都
市
整
備
部
長

フ
ル
Ｉ
Ｃ

の
設
置
は
、
能
登
有
料
道
路

と
白
帆
台
を
結
び
、
北
部
地

区
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実

と
定
住
促
進
を
図
る
た
め
検

討
し
て
い
る
。

計
画
案
は
金
沢
方
向
か
ら

の
出
入
り
口
を
白
帆
台
付
近

に
新
設
し
、
内
灘
料
金
所
と

あ
わ
せ
て
フ
ル
イ
ン
タ
ー
機

能
を
持
た
せ
る
計
画
で
現
在

い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
、
構
造

案
を
検
討
し
て
い
る
。

生
田

か
ほ
く
市
と
同
様
の

イ
ン
タ
ー
と
し
た
場
合
、
設

置
費
の
負
担
割
合
は
ど
う
な

る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

か
ほ
く
市

は
全
額
地
元
負
担
で
、
内
灘

Ｉ
Ｃ
も
町
の
全
額
負
担
と
県

か
ら
聞
い
て
い
る
。

生
田

設
置
費
の
負
担
軽
減

を
含
め
、
町
は
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

都
市
整
備
部
長

北
部
開
発

促
進
協
議
会
、
北
部
地
区
土

地
区
画
整
理
組
合
と
連
携
し

て
地
元
負
担
の
軽
減
を
含
め

強
く
要
望
し
て
い
く
。

生
田

北
部
地
区
の
土
地
利

用
に
関
す
る
整
備
手
法
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

農
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
北
部
地
区
の
魅

力
づ
く
り
の
整
備
手
法
と
考

え
て
お
り
、
ほ
場
整
備
事
業

の
活
用
も
有
効
な
手
段
。

生
田

２０
年
度
に
行
っ
た
北

部
地
区
調
査
に
基
づ
く
今
後

の
方
針
を
問
う
。

都
市
整
備
部
長

町
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
取
り

入
れ
、
良
好
な
居
住
環
境
、

農
業
・
観
光
・
自
然
と
調
和

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

生
田

内
灘
特
有
の
農
作
物
、

漁
業
水
産
物
、
酪
農
や
、
環

境
条
件
を
活
か
し
た
商
業
施

設
を
開
設
す
る
考
え
は
な
い

か
。

都
市
整
備
部
長

農
業
・
観

光
・
商
業
を
組
み
合
わ
せ
、

北
部
地
区
活
性
化
の
有
効
な

方
策
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

温
度
差
・
距
離
感
の

認
識
は
あ
る
か

生
田

町
は
町
民
参
加
型
行

政
と
し
て
、
各
種
委
員
会
の

委
員
を
公
募
し
て
い
る
。

公
募
さ
れ
た
町
民
は
、
行

政
サ
イ
ド
か
ら
見
て
多
勢
に

無
勢
で
、
行
政
主
導
本
位
と

な
り
、
町
の
見
識
と
町
民
の

認
識
に
温
度
差
が
あ
る
と
感

じ
る
。

今
後
ど
う
町
民
、
行
政
、

議
会
と
の
距
離
感
を
縮
め
て

い
く
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
を
提
案

町
長

行
政
と
住
民
、
住
民

の
代
表
で
あ
る
議
員
が
同
じ

テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、
同
じ
政

策
課
題
に
英
知
を
集
め
る
手

法
を
考
え
て
、
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
策
定
を
提
案
し

た
。計

画
の
段
階
か
ら
共
に
学

び
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
形

態
に
よ
り
町
民
、
議
会
、
行

政
の
距
離
が
大
き
く
縮
ま
る

と
考
え
て
い
る
。

内灘フルインター計画の進捗状況は
ルート、構造案を検討中 都市整備部長

生田 勇人 議員

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
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権現森を通過する能登有料道路
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能
村

平
成
２１
年
度
予
算
は
、

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
８
・
７
％

の
緊
縮
予
算
と
な
っ
た
。

各
事
業
に
対
す
る
補
助
金

の
絞
り
込
み
が
多
い
中
、
内

灘
大
橋
の
維
持
管
理
費
に
１

１
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上

し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
修
理

費
全
額
を
町
負
担
と
し
て
い

る
が
、
再
度
、
県
に
働
き
か

け
協
議
し
た
結
果
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

町
長

内
灘
大
橋
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
費
用
負
担
は
、
管

理
協
定
上
、
維
持
修
繕
は
町
、

全
面
改
修
は
県
と
町
が
協
議

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
修
繕
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
た
め
、
県
に
特

段
の
配
慮
を
求
め
た
が
、
県

も
経
済
的
に
厳
し
い
状
況

だ
っ
た
。

能
村

オ
ー
ト
カ
ラ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ャ
ー
６０
台
の
う
ち
４０
台

を
修
理
し
て
、
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
機
能
を
果
た
せ
る
の
か
。

町
長

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
欠

く
こ
と
が
で
き
な
い
。

能
村

修
繕
後
の
維
持
管
理

費
の
町
負
担
は
年
間
ど
れ
く

ら
い
な
の
か
。

町
長

維
持
管
理
は
点
検
費

用
も
含
め
て
年
間
約
５
０
０

万
円
と
予
測
し
て
い
る
。

能
村

教
養
と
文
化
の
向
上
、

健
康
と
福
祉
の
増
進
、
親
睦

と
融
和
を
図
る
大
切
な
事
業

の
補
助
金
の
削
減
は
残
念
。

町
長

急
激
な
削
減
を
緩
和

す
る
た
め
実
績
報
告
な
ど
を

審
査
し
、
予
算
を
定
め
た
。

能
村

町
長
２
期
目
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

町
長

行
政
、
議
会
、
町
民
、

地
域
の
役
割
を
明
確
に
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
町

民
と
協
働
し
て
つ
く
る
も
の
。

能
村

基
本
条
例
は
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
ど
の
よ
う
に

影
響
を
持
つ
の
か
。

町
長

具
体
的
な
影
響
は
、

策
定
の
過
程
で
示
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

能
村

今
後
、
策
定
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

町
長

町
民
の
意
見
を
集
約

し
、
２
年
か
ら
３
年
の
時
間

を
か
け
て
つ
く
り
上
げ
た
い
。

非
正
規
職
員
の

待
遇
改
善
を

能
村

町
嘱
託
職
員
は
、
再

任
の
繰
り
返
し
で
、
正
規
職

員
と
変
わ
ら
な
い
業
務
を
行

う
職
員
も
い
る
と
聞
く
。

正
職
員
と
待
遇
面
で
大
き

な
格
差
を
生
じ
、
賃
金
、
退

職
金
、
身
分
保
証
等
が
大
き

く
違
い
、
改
善
が
必
要
。

近
年
、他
自
治
体
で
、非
正

規
雇
用
の
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、当
町
で
も
、昇

給
制
度
導
入
を
含
め
、
抜
本

的
に
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

雇
用
条
件
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る

総
務
部
長

集
中
改
革
プ
ラ

ン
で
職
員
定
数
の
目
標
値
を

定
め
、
職
員
数
の
削
減
と
給

与
の
適
正
化
に
努
め
て
い
る
。

正
職
員
と
嘱
託
職
員
で
は

身
分
、
処
遇
に
差
が
あ
る
こ

と
は
事
実
で
あ
り
、
嘱
託
職

員
の
意
欲
の
高
揚
を
図
る
た

め
、雇
用
形
態
、雇
用
条
件
の

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
正
規
職
員
と
同
様

に
研
修
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

緊
縮
予
算
の
中
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
必
要
か

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
町
長

金沢医科大学病院から見た
内灘大橋（サンセットブリッジ）

全問掲載
能村 憲治 議員
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川
口

家
庭
か
ら
出
る
生
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、

多
く
の
自
治
体
で
は
、
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
で
粉
砕
し
た
生

ご
み
を
含
む
排
水
を
バ
イ
オ

浄
化
槽
な
ど
で
水
の
状
態
に

し
て
か
ら
下
水
道
に
流
す

「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
排
水
処

理
シ
ス
テ
ム
」
を
許
可
し
て

い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
助
成
制

度
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長

当
町
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
は
年
間
１
千
ト
ン

を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
る
。

こ
れ
を
削
減
し
、
ご
み
処

理
経
費
の
節
減
と
Ｃ
Ｏ
２

の

削
減
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
生
ご
み

の
減
量
に
効
果
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
県
外
に
は
補

助
の
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

誘
致
せ
よ

川
口

国
内
電
力
会
社
１０
社

は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
約

３０
カ
所
、
１
４
０
メ
ガ
ワ
ッ

ト
を
導
入
す
る
と
い
う
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
導
入
計
画
を

発
表
し
た
。

北
陸
電
力
も
北
陸
４
カ
所

で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
計

画
を
発
表
し
、
現
在
、
設
置

場
所
の
選
定
を
し
て
い
る
。

我
が
町
も
、
誘
致
計
画
に

手
を
挙
げ
よ
。

可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い

町
長

町
に
誘
致
で
き
な
い

か
、再
三
、北
陸
電
力
と
会
っ

た
が
、
北
陸
の
社
有
地
内
で

建
設
を
予
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
エ
コ
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
他
の
企
業
を

含
め
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
誘

致
で
き
な
い
か
ど
う
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

川
口

「
環
境
政
策
課
」
を

新
設
す
る
が
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
ど
の
よ
う
な
ビ

ジ
ョ
ン
で
臨
む
の
か
。

町
長

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
今

年
度
中
に
策
定
し
、「
エ
コ

の
ま
ち
」
を
目
指
す
。

川
口

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
は
、
県
内
１９
市
町
の

中
、
対
策
を
取
っ
て
い
な
い

の
は
内
灘
を
含
め
、
５
市
町

な
の
は
な
ぜ
か
。

健
康
推
進
課
長

平
成
２１
年

度
に
国
の
計
画
内
容
に
則
し
、

県
や
近
隣
市
町
並
び
に
医
療

機
関
と
連
携
を
図
り
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

川
口

子
供
た
ち
、
年
老
い

た
人
た
ち
へ
の
救
護
体
制
に

対
す
る
対
策
は
な
い
の
か
。

健
康
推
進
課
長

３
月
の
対

策
会
議
で
、
国
が
示
す
内
容

に
よ
り
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
助
成
を
考
え
よ

助
成
を
前
向
き
に
検
討
す
る
町
長

メガソーラーとは、
１メガワット（１メ
ガワットは、１千キ

ロワット）以上の規模の太陽光発電の総称です。
砂漠の４％の面積約６５万㎢に太陽光パネルを敷
き詰めれば、地球上の電力を全てまかなえると言
われています。

用 語 解 説

川口 正己 議員

北海道稚内でのメガソーラー実証実験
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藤
井

昨
年
、
大
連
大
学
か

ら
趙
亜
平
元
学
長
を
代
表
と

す
る
方
々
が
町
を
表
敬
訪
問

し
た
。

今
回
の
友
好
対
話
の
中
で
、

大
連
市
旅
順
と
の
友
好
都
市

交
流
、
生
涯
学
習
制
度
な
ど

の
社
会
教
育
の
場
を
通
じ
て

の
交
流
の
申
し
出
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
に
対
す
る
町
の
取

り
組
み
は
。

町
長

教
育
や
イ
ベ
ン
ト
、

子
供
た
ち
の
友
好
事
業
な
ど
、

今
後
の
交
流
に
多
く
の
具
体

的
提
言
が
あ
っ
た
。

今
後
は
友
好
都
市
提
携
を

し
て
い
る
中
国
・
呉
江
市
と

の
関
係
も
尊
重
し
な
が
ら
、

大
学
等
民
間
交
流
を
支
援
す

る
立
場
で
臨
ん
で
い
く
。

藤
井

大
連
大
学
と
の
連
携

可
能
な
大
学
間
交
流
協
定
の

推
進
は
。

町
長

大
連
大
学
と
金
沢
医

科
大
学
、
石
川
高
専
な
ど
大

学
間
交
流
の
連
携
推
進
を
し

て
い
る
。

藤
井

表
敬
視
察
と
し
て
町

長
お
よ
び
議
員
団
を
大
連
市

へ
派
遣
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

今
後
の
交
流
の
推
移

を
見
極
め
な
が
ら
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

藤
井

環
境
整
備
を
行
い
、

ア
カ
シ
ア
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
祭

を
町
の
一
大
観
光
事
業
と
せ

よ
。

副
町
長

文
化
協
会
等
と
話

し
合
い
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
成
長
さ
せ
た
い
。

「
あ
ぐ
り
ラ
イ
フ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」構
想
と
は

藤
井

環
境
省
は
、
環
境
を

切
り
口
に
し
た
経
済
活
性
化

対
策
か
ら
日
本
版
グ
リ
ー

ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
骨

格
を
掲
げ
、
３
月
中
に
も
成

案
を
ま
と
め
る
。

内
灘
版
グ
リ
ー
ン
・ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
構
想
と
も
言
え
る

「
内
灘
あ
ぐ
り
ラ
イ
フ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
テ
ー
マ
構
想

案
か
ら
、
基
本
的
な
考
え
方

の
趣
旨
と
概
要
は
何
か
。

自
然
循
環
型

ま
ち
づ
く
り

副
町
長

自
然
循
環
型
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
基

本
的
な
概
念
を「
癒（
医
）」・

「
農
」
・
「
知
」
と
し
た
。

「
癒
（
医
）」
は
、
食
育
を

通
じ
て
未
病
、
予
防
医
学
へ
。

「
農
」
は
、
酪
農
を
含
め

た
有
機
農
業
を
。

「
知
」
は
、
町
民
お
よ
び

金
沢
医
科
大
学
な
ど
と
の
協

働
よ
り
、
農
業
自
体
の
価
値

を
高
め
た
い
。

藤
井

地
域
連
携
協
議
会
の

設
置
な
ど
組
織
構
成
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

副
町
長

町
民
主
体
の
推
進

組
織
を
設
立
し
、
町
に
ふ
さ

わ
し
い
組
織
活
動
を
進
め
る
。

藤
井

開
発
研
究
の
事
業
委

託
外
注
は
、
実
施
前
の
現
場

の
声
を
優
先
し
た
検
討
と
説

明
を
十
分
に
行
う
べ
き
だ
。

副
町
長

有
機
栽
培
に
よ
る

河
北
潟
干
拓
地
に
最
適
な
栽

培
の
確
立
を
目
指
す
。

藤
井

自
然
循
環
型
の
農
産

物
加
工
品
開
発
研
究
と
販
路

開
拓
の
事
業
委
託
の
内
容
は
。

副
町
長

酪
農
と
有
機
農
業

を
組
み
合
わ
せ
た
新
商
品
開

発
と
加
工
、
商
品
販
売
の
仕

組
み
を
構
築
し
た
い
。

藤
井

「
ま
ち
づ
く
り
は
人

づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
、
構

想
の
計
画
策
定
は
地
域
住
民

が
つ
く
る
べ
き
だ
。

副
町
長

農
業
、酪
農
の
方
々

が
中
心
に
動
い
て
い
く
形
で

進
め
て
い
き
た
い
。

中国大連市旅順と友好交流を
大学など民間交流を支援する 町長

昨年５月のアカシアロマンチック祭

藤井 良信 議員
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八
田

平
成
１９
年
度
監
査
委

員
の
意
見
書
に
「
補
助
金
の

交
付
に
当
た
っ
て
は
、
団
体

等
の
活
動
状
況
、
資
金
状
況

等
も
勘
案
し
、
公
益
上
の
必

要
性
、
補
助
効
果
の
評
価
を

確
認
し
な
が
ら
、
効
果
的
で

適
正
な
執
行
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
意
見
を
付
し

て
い
る
。

こ
の
意
見
書
の
考
え
方
を

詳
し
く
聞
き
た
い
。

代
表
監
査
委
員

補
助
金
に

つ
い
て
は
、
決
算
審
査
意
見

書
に
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
。

監
査
委
員
は
、
常
に
公
正

不
偏
の
立
場
で
監
査
を
行
い
、

今
後
も
権
能
を
み
ず
か
ら
制

限
、
縮
小
す
る
こ
と
な
く
、

積
極
的
に
監
査
を
行
い
、
町

行
財
政
改
革
へ
の
貢
献
、
信

頼
性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。
八
田

２１
年
度
予
算
は
、
単

年
度
収
支
で
３
億
３
５
０
０

万
円
の
赤
字
と
な
る
が
、
こ

の
予
算
編
成
を
町
長
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

行
財
政
改
革
を
さ
ら

に
推
進
し
、
財
政
健
全
化
を

図
り
、
完
全
黒
字
化
を
目
指

す
。

基
本
条
例
の

考
え
方
を
問
う

八
田

「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
は
町
民
、
行
政
、
議

会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役

割
が
あ
る
。

地
方
自
治
に
お
け
る
議
会

の
立
場
は
大
変
重
要
で
あ
り
、

ま
た
十
分
理
解
を
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、こ
の
三
者
の
関

係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
に
ふ
さ
わ
し
い

条
例
を
つ
く
る

町
長

こ
の
条
例
は
町
民
、

議
会
と
一
緒
に
論
議
を
重
ね

て
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
中
で
決
ま
っ
て
い
く
も
の

で
、
私
自
身
が
決
め
る
も
の

で
は
な
い
。

議
会
も
積
極
的
に
論
議
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
内
灘
町

に
ふ
さ
わ
し
い
条
例
を
つ
く

り
た
い
。

八
田

町
民
が
参
画
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

に
は
、
情
報
の
共
有
と
公
開

が
必
要
不
可
欠
で
な
い
か
。

町
長

個
人
情
報
を
除
く
す

べ
て
の
情
報
を
町
民
に
公
開

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
。

八
田

行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
で
の
議
論
や
事
業
評
価

等
の
情
報
公
開
を
進
め
よ
。

町
長

委
員
会
で
、
徹
底
し

た
議
論
を
し
て
も
ら
い
、
事

業
評
価
を
し
て
い
く
。

八
田

２１
年
度
予
算
で
イ
ベ

ン
ト
全
体
の
見
直
し
は
含
ま

れ
て
い
る
の
か
。

町
長

難
し
い
が
こ
れ
か
ら

の
行
財
政
改
革
を
考
え
、
イ

ベ
ン
ト
の
見
直
し
も
検
討
す

る
。

監
査
委
員
の
意
見
を
聞
く

信
頼
性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
代
表
監
査
委
員

八田外茂男 議員

みんなで協力した「さわやか海浜クリーン作戦」
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水
口

３
月
に
開
催
さ
れ
た

女
性
議
会
で
の
提
案
の
経
過

を
知
る
た
め
と
、
女
性
た
ち

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
継

続
し
て
い
く
た
め
、
女
性
議

会
を
続
け
よ
。

女
性
に
若
者
と
会
社
員
を

メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
日
曜
開

催
を
継
続
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

２１
年
度
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
提
言

し
た
課
題
の
実
現
を
目
指
す
。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座

は
、
２
、
３
年
に
一
度
開
催

し
た
い
。

今
後
、
女
性
議
会
形
式
に

す
る
か
、
会
社
員
や
若
者
も

参
加
す
る
か
な
ど
、
検
討
す

る
。

社
協
を
文
化
会
館
へ

移
転
で
き
な
い
か

水
口

社
会
福
祉
協
議
会
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
、

手
狭
と
な
っ
て
い
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
も
健
康
の

拠
点
と
し
て
、
し
っ
か
り
機

能
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
移
転
を
機
に
、
社
協
を
文

化
会
館
へ
移
動
で
き
な
い
か
。

施
設
の
活
用
方
法
を

慎
重
に
検
討

町
民
福
祉
部
長

生
涯
学
習

施
設
で
あ
る
文
化
会
館
の
機

能
が
保
て
る
か
、
ま
た
、
社

協
の
福
祉
用
具
の
保
管
場
所

確
保
な
ど
、
問
題
は
多
い
。

両
施
設
の
活
用
方
法
を
慎

重
に
検
討
す
る
。

水
口

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質
を
持

つ
社
会
福
祉
士
の
増
員
と
、

待
遇
の
改
善
を
求
め
る
。

町
民
福
祉
部
長

社
会
福
祉

協
議
会
に
申
し
入
れ
る
。

水
口

生
ご
み
減
量
方
法
の

説
明
と
周
知
を
。

町
民
福
祉
部
長

生
ご
み
の

堆
肥
化
を
推
進
す
る
な
ど
、

町
民
へ
の
啓
発
を
行
っ
て
い

く
。

水
口

町
か
ら
「
生
ご
み
一

絞
り
運
動
」
を
始
め
よ
。

町
民
福
祉
部
長

積
極
的
に

推
奨
し
て
い
く
。

水
口

陶
磁
器
の
再
利
用
は

ど
う
な
っ
た
の
か
、
再
度
問

う
。

町
民
福
祉
部
長

未
使
用
の

も
の
は
常
設
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
別
収
集
。

水
口

イ
ベ
ン
ト
に
保
育
を

準
備
し
、
誰
で
も
参
加
で
き

る
環
境
を
整
え
よ
。

町
民
生
活
課
参
事

今
後
、

幅
広
く
進
め
、
周
知
し
て
い

く
。

水
口

完
全
米
飯
給
食
の
取

り
組
み
が
進
ま
な
い
原
因
は
。

教
育
長

現
段
階
で
は
、
米

飯
３
回
、
パ
ン
２
回
が
最
善

だ
と
考
え
て
い
る
。

水
口

地
元
産
使
用
の
玄
米

給
食
の
日
を
設
定
せ
よ
。

学
校
教
育
課
長

炊
飯
委
託

先
に
設
備
が
な
く
、
難
し
い
。

水
口

町
の
財
政
調
整
基
金

は
、
５
億
円
を
切
る
見
込
み

だ
が
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

は
大
丈
夫
か
。

町
長

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
堅
守
し
、
財
政
の
健
全
化

を
図
る
。

女性議会の継続を
形式・内容を検討していく 総務部長

女性のエ
ンパワー
メントと

は、意思決定過程への参加の
機会を獲得することで、自ら
力をつけることとも定義でき
ます。

用語解説

今年３月に開かれた「チャレンジ女性議会」

水口 裕子 議員
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清
水

町
長
公
約
の
柱
で
あ

る
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
新
年
度
予
算
の
ど
の
部

分
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の

か
。シ

ー
リ
ン
グ
（
削
減
）
を

か
け
数
字
を
そ
ろ
え
る
予
算

編
成
で
な
く
、
メ
リ
ハ
リ
の

き
か
し
た
も
の
が
必
要
で
な

い
か
。

町
長
「
町
民
参
加
」、「
情
報

公
開
」、「
現
場
主
義
」を
基
本

姿
勢
に
町
政
運
営
を
行
い
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
策

定
を
目
指
し
て
い
る
。

住
民
が
お
互
い
に
ま
ち
づ

く
り
を
議
論
し
合
い
、
自
治

意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

必
ず
し
も
予
算
を
伴
う
も

の
で
な
く
、
参
画
し
や
す
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

清
水

公
民
館
管
理
運
営
費

等
の
マ
イ
ナ
ス
１０
％
シ
ー
リ

ン
グ
（
削
減
）
は
な
ぜ
か
。

町
長

町
会
、
公
民
館
を
初

め
町
が
助
成
す
る
各
種
補
助

団
体
も
、
協
働
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
町
政
に
参
画
し

て
ほ
し
い
。

清
水

新
聞
等
の
古
紙
類
の

月
１
回
各
戸
収
集
は
、
過
剰

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
ら
な
い

か
。

町
民
福
祉
部
長

リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
紙
類
の
資
源
化
を

増
や
す
方
策
と
し
て
各
戸
収

集
を
行
い
た
い
。

清
水

戸
別
方
式
を
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
に
し
た
場
合
の

委
託
料
は
い
く
ら
か
。

町
民
福
祉
部
長

か
ほ
く
市

や
津
幡
町
の
例
か
ら
、
経
費

は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。

公
営
住
宅
を

建
設
せ
よ

清
水

県
住
宅
供
給
公
社
に

対
し
、
若
者
が
住
み
た
く
な

る
公
営
住
宅
を
、
建
設
し
て

も
ら
い
、
定
住
促
進
策
を
県

へ
働
き
か
け
る
考
え
は
な
い

か
。

若
い
世
代
の

定
住
促
進
を
図
る

都
市
整
備
部
長

若
者
向
け

の
公
営
住
宅
建
設
は
、
活
気

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
地
域
社
会

を
築
く
方
策
と
考
え
る
。

全
般
的
な
定
住
促
進
策
と

し
て
、
定
住
促
進
奨
励
金
制

度
の
創
設
、
太
陽
光
発
電
設

置
補
助
金
の
増
額
、
若
い
世

代
へ
の
さ
ら
な
る
子
育
て
支

援
策
等
の
施
策
を
展
開
し
、

定
住
促
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

清
水

子
育
て
支
援
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
出

生
率
が
県
内
で
一
番
低
い
の

か
。

町
民
福
祉
部
長

看
護
学
生

や
看
護
師
が
他
市
町
よ
り
多

い
た
め
、
最
下
位
と
な
っ
た
。

清
水

町
民
の
離
職
、
失
業

の
実
態
は
、
現
状
で
ど
の
よ

う
に
把
握
、
認
識
し
て
い
る

の
か
。

都
市
整
備
部
長

社
会
経
済

情
勢
や
国
の
動
向
を
見
守
り

対
応
に
努
め
た
い
。

清
水

失
業
・
雇
用
の
相
談

窓
口
を
開
設
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長

県
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
密

に
し
、
相
談
に
対
応
し
た
い
。

清
水

人
事
の
募
集
、
採
用

は
総
務
部
が
一
括
し
て
管
理

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
参
事

関
係
部
署
と

協
議
し
、
効
率
的
、
効
果
的

な
人
事
管
理
に
努
め
た
い
。

清
水

町
長
は
定
額
給
付
金

を
受
け
取
る
の
か
、
受
け
取

ら
な
い
の
か
。

町
長

給
付
金
を
受
け
取
り
、

す
み
や
か
に
支
給
額
以
上
を

町
内
で
使
い
た
い
。

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
予
算
は

自
治
意
識
を
高
め
た
い
町
長

清水 文雄 議員

鶴ヶ丘３丁目の県営住宅
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恩
道

ア
メ
リ
カ
発
の
世
界

的
大
不
況
は
、
我
が
国
経
済

を
直
撃
し
景
気
の
後
退
、
更

に
地
方
財
政
も
緊
縮
し
て
い

る
。町

も
行
財
政
改
革
を
進
め
、

か
つ
基
金
を
取
り
崩
し
て
の

厳
し
い
予
算
編
成
が
続
い
て

い
る
な
か
で
、
町
長
が
２
期

目
に
掲
げ
た
「
改
革
か
ら
創

造
へ
」「
暮
ら
し
や
す
さ
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
目
指
し
て
、

新
年
度
予
算
に
か
け
る
施
策

と
決
意
を
問
う
。

町
長

将
来
へ
の
道
筋
と
な

る
町
の
重
要
課
題
に
投
資
し
、

町
民
の
元
気
創
出
事
業
に
傾

注
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予

算
配
分
と
し
た
。

重
要
施
策
の
う
ち
、
白
帆

台
地
区
の
定
住
促
進
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
元
気
の
創

出
、
子
育
て
・
福
祉
・
教
育

の
充
実
、
低
炭
素
社
会
を
目

指
し
た
環
境
づ
く
り
を
展
開

す
る
と
共
に
住
民
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
策
定
を

進
め
る
。

恩
道

ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
に
、
先
人
た
ち
が
築
い
て

き
た
町
の
自
然
・
歴
史
・
文

化
を
生
か
す
必
要
が
あ
る
。

町
長

ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
は
多
く
の
町
民
が
参
加
し
、

２
年
か
ら
３
年
か
け
て
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

料
金
の
減
免
制
度
を

進
め
よ

恩
道

障
害
者
自
立
支
援
法

は
、
障
害
者
が
地
域
で
安
心

し
て
普
通
に
暮
ら
せ
る
こ
と

や
自
立
共
生
の
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し

て
い
る
。

障
害
者
や
付
添
人
が
町
の

公
共
施
設
を
利
用
す
る
際
、

料
金
の
減
免
処
置
や
割
引
制

度
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
の
改

正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

早
期
に

実
施
し
た
い

町
民
福
祉
部
長

福
祉
セ
ン

タ
ー
（
ほ
の
ぼ
の
湯
）
は
、

早
期
に
条
例
改
正
を
行
い
精

神
障
害
者
手
帳
交
付
者
に
も

入
館
料
の
免
除
を
実
施
し
た

い
。そ

の
他
、
町
の
公
共
施
設

を
利
用
す
る
際
、
利
用
料
等

の
減
免
措
置
や
割
引
制
度
の

統
一
的
な
見
直
し
を
検
討
。

ま
た
、
で
き
る
限
り
公
共

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

推
進
に
努
め
る
。

新年度予算の施策と決意を問う
将来の道筋となる課題に投資 町長

大根布小学校の入学式

恩道 正博 議員

普
通
教
室
２
部
屋
と
職
員
室
が
増
築
さ
れ
ま
す
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北
川

生
活
保
護
申
請
や
生

活
福
祉
資
金
等
の
情
報
提
供
、

雇
用
相
談
、
中
小
業
者
へ
の

貸
し
付
け
制
度
、
利
子
補
給

な
ど
、
暮
ら
し
再
建
の
た
め

の
総
合
窓
口
の
設
置
が
必
要
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
つ
く
り
、

い
ろ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受

け
ら
れ
る
暮
ら
し
、
雇
用
、

医
療
の
総
合
窓
口
を
早
急
に

開
設
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長

町
で
対
応

で
き
る
も
の
は
迅
速
に
対
応

し
て
い
く
。

専
門
知
識
や
情
報
が
必
要

な
も
の
は
的
確
な
窓
口
の
紹

介
に
努
め
、
相
談
に
訪
れ
た

方
や
電
話
相
談
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
適
切
に
対
応
し
た

い
。体

制
に
つ
い
て
は
、
現
状

の
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

北
川

霊
園
と
土
地
区
画
整

理
事
業
を
特
別
会
計
か
ら
一

般
会
計
に
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
部
長

消
費
税
の
節
税

を
考
慮
し
、
新
年
度
か
ら
一

般
会
計
に
組
み
入
れ
た
。

北
川

町
民
の
立
場
か
ら
す

る
と
税
金
逃
れ
に
見
え
る
の

で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

合
理
的
、
合
法

的
な
節
税
対
策
と
考
え
る
。

北
川

ナ
ル
ッ
ク
ス
駐
車
場

前
の
横
断
歩
道
橋
に
屋
根
を

つ
け
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

防
犯
上
や

積
雪
の
落
下
、
構
造
上
の
問

題
が
あ
り
、
屋
根
の
設
置
は

困
難
。

北
川

林
帯
遊
歩
道
の
く
ぼ

み
の
修
繕
の
時
期
に
つ
い
て

再
度
問
う
。

都
市
整
備
部
長

随
時
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
破
損
の
程
度
を

勘
案
し
安
全
確
保
に
対
応
す

る
。

通
学
路
の
ト
ン
ネ
ル
・

地
下
道
は
明
る
く

北
川

通
学
路
に
な
っ
て
い

る
ト
ン
ネ
ル
や
地
下
道
は
暗

く
、
蛍
光
灯
の
カ
バ
ー
が
割

れ
、
く
も
の
巣
で
汚
く
な
っ

て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

子
供
た
ち
に
は
、
ト
ン
ネ

ル
や
地
下
道
は
怖
い
と
こ
ろ

な
の
で
、
小
学
生
が
壁
に
絵

を
書
く
な
ど
明
る
く
し
、
管

理
補
修
、
清
掃
は
定
期
的
に

実
施
せ
よ
。

維
持
管
理
に
努
め
る

都
市
整
備
部
長

道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
等
に
よ
り
異
常
箇
所

の
早
期
発
見
、
補
修
に
努
め

て
い
る
。

今
後
も
、
地
下
道
等
の
施

設
を
良
好
な
状
態
に
保
ち
、

安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る

よ
う
維
持
管
理
に
努
め
て
い

く
。

北
川

保
健
セ
ン
タ
ー
前
の

町
有
地
売
り
払
い
は
、
３
０

０
㎡
分
の
鑑
定
評
価
で
、
全

体
の
評
価
を
し
た
の
は
な
ぜ

か
。

総
務
部
長

土
地
全
体
の
評

価
と
部
分
評
価
に
修
正
率
を

掛
け
て
も
、
鑑
定
評
価
額
は

同
じ
で
あ
る
た
め
、
部
分
評

価
と
し
た
。

北
川

売
却
し
た
町
有
地
の

周
辺
住
民
へ
の
説
明
会
は
、

ど
う
呼
び
か
け
を
し
た
の
か
。

総
務
部
長

取
得
者
に
開
催

を
依
頼
し
、
周
辺
住
民
約
８０

世
帯
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

北
川

町
有
地
売
却
の
落
札

結
果
が
町
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
。

総
務
部
長

個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
公
開
し
て
い
な

い
が
、
閲
覧
希
望
者
に
は
公

開
を
し
て
い
る
。

総
合
窓
口
の
開
設
を
急
げ

現
状
の
体
制
で
取
り
組
む
都
市
整
備
部
長

北川 悦子 議員

雰囲気が明るくなった千鳥台と向陽台を結ぶ地下道
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中
川

町
は
平
成
１５
年
度
よ

り
赤
字
体
質
の
行
政
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

平
均
３
億
円
と
い
う
毎
年

毎
年
の
赤
字
が
発
生
し
、
２１

年
度
に
お
い
て
も
町
の
貯
金

を
取
り
崩
し
、
公
共
・
公
用

施
設
用
土
地
の
売
り
払
い
収

入
を
あ
て
る
状
況
が
続
い
て

い
る
。

町
当
局
は
、
赤
字
体
質
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
２
年
先
、
３
年
先

の
町
長
の
思
い
は
。

町
長

単
年
度
収
支
の
赤
字

解
消
を
目
的
に
、
下
水
道
料

金
の
値
上
げ
を
中
心
に
３
億

円
の
財
政
効
果
を
生
む
改
革

を
行
な
っ
た
。

し
か
し
、
赤
字
解
消
は
難

し
く
、
一
層
の
行
財
政
改
革

が
必
要
と
考
え
る
。

限
ら
れ
た
歳
入
に
見
合
う

歳
出
構
造
に
切
り
か
え
、
単

年
度
収
支
を
黒
字
化
し
、
財

政
基
盤
の
確
立
が
大
切
な
課

題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

企
業
誘
致
に

本
腰
を
入
れ
よ

中
川

企
業
立
地
推
進
事
業

費
１
２
７
万
円
を
予
算
計
上

し
、
う
ち
５５
万
円
が
企
業
誘

致
の
活
動
費
で
あ
る
。

赤
字
体
質
を
打
破
す
る
た

め
に
、
商
工
会
と
連
動
し
て

空
き
店
舗
、
空
き
地
を
調
査

し
、
１
社
で
も
多
く
の
企
業

に
入
っ
て
も
ら
い
税
収
の
安

定
を
目
指
す
べ
き
で
な
い
か
。

誘
致
活
動
を

積
極
的
に
進
め
た
い

町
長

「
企
業
誘
致
及
び
定

住
促
進
等
推
進
協
議
会
」
で

活
発
な
議
論
や
情
報
交
換
を

重
ね
て
い
る
。

研
究
機
関
や
人
材
育
成
関

連
の
組
織
や
施
設
を
誘
致
し

て
は
と
の
声
も
出
て
い
る
。

し
か
し
、
町
が
工
場
用
地

を
持
た
な
い
現
状
を
考
え
、

定
住
促
進
や
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
が
る
企
業
、
施
設

の
誘
致
を
進
め
て
い
き
た
い
。

中
川

こ
の
５５
万
円
の
予
算

で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
出
せ

る
の
か
。

町
長

関
連
す
る
情
報
収
集

と
そ
の
確
実
性
の
確
認
、
直

接
誘
致
す
る
行
動
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

中
川

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意

欲
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
特

段
の
配
慮
を
検
討
す
る
考
え

は
。

町
民
福
祉
部
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
た
い
。

中
川

呉
江
市
と
の
友
好
関

連
の
予
算
が
な
い
が
、
子
供

た
ち
の
交
流
は
必
要
な
の
で

は
。

教
育
長

子
供
た
ち
の
国
際

感
覚
を
は
ぐ
く
む
重
要
性
も

念
頭
に
、
交
流
を
検
討
し
た

い
。

基金に依存する赤字体質を問う
財政基盤の確立が大切 町長

千鳥台防犯自警パトロール隊の活動

中川 達 議員
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定例会での一般質問のゆくえ

昨年6月から毎月第4木曜日の午後1時
30分から午後4時まで「無料法律相談」を行っ
ています。
役場相談室で開催しており、社会福祉協議会
(286-6953)へ事前予約が必要です。

平成20年 1月、2階エレベーターを降りて
から図書館に行く廊下のスロープ部分に手すり
が設置された。

無料法律相談の実施を
金沢市で実施されている無料法律相談を実
施できないか。

【平成１９年１２月議会、北川 悦子議員】

廊下に手すりを設置せよ
図書館を利用する足の不自由な利用者のた
め、2階エレベーターから図書館入口までス
ロープとなっている廊下に手すりを設置し、
最低限のバリアフリー化を早急に実施せよ。

【平成１９年１２月議会、清水 文雄議員】

弁護士会と交渉する
町でも実施できるよう、金沢弁護士会と交
渉したい。

早急に設置する
車いすやつえを使った図書館の利用者が増
えている。
早急に手すりを設置して、足の不自由な方
にも易しく利用できるような施設にしたい。

設置された手すり

答 弁

その後

弁護士相手に法律相談

答 弁

その後
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町
会
や
公
民
館
活
動
が
活
発

地
域
の
団
結
力
が
町
の
魅
力

向
陽
台
に
お
住
ま
い
の
内
田
進
洋
さ
ん
に
突
撃
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

◆
内
灘
に
住
ん
で
何
年
に
な

り
ま
す
か
。

〇
加
賀
市
に
生
ま
れ
、
白
山

市
に
移
り
、
平
成
１４
年
か

ら
内
灘
町
に
住
ん
で
い
ま

す
。

◆
こ
の
７
年
間
で
、
町
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た

か
。

〇
当
時
か
ら
見
れ
ば
、
コ
ン

フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘
や
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
等
が
オ
ー
プ
ン

し
、
町
の
中
が
、
に
ぎ
や

か
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

◆
内
灘
の
魅
力
や
良
い
と
こ

ろ
は
何
で
す
か
。

〇
町
内
会
や
公
民
館
活
動
が

活
発
で
、
団
結
力
が
あ
り

大
変
よ
い
地
域
で
す
。

◆
日
頃
親
し
ん
で
い
る
趣
味

や
ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
す
か
。

〇
現
在
、
町
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
の
指
導
員
を
し
て
い

ま
す
。

指
導
員
の
資
格
を
取
り
、

ま
だ
２
年
で
す
が
、
子
供

た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

気
持
ち
も
若
く
な
り
自
分

の
た
め
に
も
な
る

と
喜
ん
で
い
ま
す
。

◆
健
康
を
保
つ
た
め
、
日
頃

か
ら
気
を
つ
け
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
下
さ
い
。

〇
充
分
な
睡
眠
と
適
度
な
運

動
で
す
。

少
し
の
時
間
で
も
、
自
分

の
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
に
打

ち
込
ん
で
い
る
こ
と
も
プ

ラ
ス
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
何
か
町
に
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

〇
町
民
体
育
祭
の
よ
う
な
、

年
齢
層
の
幅
広
い
活
動
が

増
え
れ
ば
、
地
域
密
着
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
気
が

し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
地
域
ご
と
の

キ
ャ
ン
プ（
野
外
活
動
）、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
等
が
い
い

の
で
は
。

◆
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

〇
議
会
の
傍
聴
は
、
仕
事
の

関
係
で
時
間
調
整
が
難
し

く
、
行
け
ま
せ
ん
が
、
機

会
が
あ
れ
ば
傍
聴
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に
、
信
条
と
し
て
い

る
言
葉
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

〇
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
係
わ
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、『
人

に
は
優
し
く
、
自
分
に
は

厳
し
く
』
を
、
い
つ
も
心

に
留
め
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、
グ

ラ
ン
ド
を
駆
け
ま
わ
る
姿
に

若
さ
と
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。

突撃！！
街かどインタビュー

あなたの声

少年サッカーで汗を流す内田さん

内田進洋さん
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編
集
編編
集集後

記
後後
記記

『
恋
人
の
聖
地
』
に
認
定

恋
人
の
聖
地
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
地
域
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
（
静
岡
市
）
が
地
域

の
活
性
化
・
少
子
化
対
策
を

目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。

全
国
各
地
の
公
共
性
を
有

す
る
観
光
エ
リ
ア
や
施
設
の

中
か
ら
、
現
在
ま
で
７８
カ
所

が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
若
い

人
々
を
中
心
に
魅
力
あ
る
観

光
情
報
を
提
供
に
よ
り
、
交

流
人
口
の
増
加
、
幅
広
い
分

野
で
の
地
域
活
性
化
、
少
子

化
対
策
の
側
面
支
援
等
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

内
灘
海
岸
と
内
灘
大
橋
が

「
ラ
ブ
＆
ビ
ー
チ
／
サ
ン
セ
ッ

ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
」と
し
て
、

粟
津
温
泉
に
次
い
で
県
内
で

２
例
目
に
認
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
今
後
、
恋
人
た
ち

の
集
客
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

平成20年中に内灘町議会を

傍聴された方は285 人です。
３月定例会 ７７人
６月定例会 ７２人
９月定例会 ７３人
１２月定例会 ６３人

次の議会は6月に開催されます。
傍聴の受付は、役場3階のエレ

ベーター横で行なっています。
本会議の録画映像は、町ホーム

ページでご覧ください。
議会事務局 TEL 286－6715

春
は
卒
業
、
入
学
な
ど
別

れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
を
見

て
い
る
と
、
子
供
た
ち
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
、
夢
と
希
望

が
も
て
る
政
治
が
必
要
で
す
。

こ
と
わ
ざ
に
「
千
里
の
行

も
一
歩
よ
り
始
ま
る
」
と
あ

り
ま
す
。

最
初
の
一
歩
が
な
け
れ
ば

始
ま
ら
ず
、
日
々
の
小
さ
な

努
力
こ
そ
が
大
事
を
成
し
遂

げ
る
。

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

目
線
に
立
っ
た
議
会
だ
よ
り

の
編
集
を
目
指
し
ま
す
。

〔
恩
道

正
博
〕

広
報
対
策
特
別
委
員
会

議

長

能
村

憲
治

委
員
長

川
口

正
己

副
委
員
長

北
川

悦
子

委

員

北
川

進

委

員

恩
道

正
博

委

員

生
田

勇
人

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ

内灘海岸と
サンセットブリッジ

内灘海岸から眺めた日本海に沈む夕陽

議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か

町町
議議
会会
EE
メメ
ーー
ルル
アア
ドド
レレ
スス
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